
日本の食品市場においては、 近年、 品質の向上と消

費者ニーズの変化を背景とした冷凍食品の消費の拡大が

注目を集めている。 2012年の日本の家庭向け冷凍食品

の市場規模は約 4千 5百億円、 実質ベースの対 2000

年比で 24％拡大している。 これは、 この間の実質GDP

の増加率9％を大幅に上回るものである。 しかし、 世界

各国の市場を見ると、 冷凍食品の消費水準や成長率は、

国・地域によって大きく異なっている。 本稿では、 世界

の冷凍食品市場のこうした現状を概観する。

世界市場の全体観
2012 年の世界全体の冷凍食品市場は 1,247 億ドル、

実質ベースの対 2000 年比で 26％拡大している （図表

1）。 先進国が全体の約 7割を占めているが、 人口 1人

当たりの年間消費額で比較すると、 先進国の 84 ドルに

対して新興国は 8 ドルと、 約 10倍の開きがある。 これは

1人当たり GDPの格差 5.2倍を上回るものである。 冷凍

食品が普及するには所得水準に伴う購買力の上昇だけ

でなく、 家庭用冷蔵庫の普及やコールドチェーンをはじ

めとする物流システム等のインフラ整備が必要となるが、

経済発展がある程度進んだ新興国でも、 そうした条件を

満たしていない国が多いものと考えられる。

ここで捉えている冷凍食品は、 外食産業等で利用さ

れる業務用を除いた家庭向けの商品で、 品目別に見る

と、 「レディミール」 の規模が一番大きく、 全体の 20％

を占めている （図表 2）。 これは、 TVディナー 1 やワン

トレーに代表される、 メインディッシュの肉や魚に加えて

サイドにライスやパスタ、 野菜がセットになっている商品

である。 それに次ぐのが、 皮むきやカット等の加工が施

された 「野菜」 で 12％、 以下、 切り身にソースやスパイ

ス等の味付けや、 小麦粉やパン粉等の衣付けが施され

た 「魚 ・ シーフード」 （単なる切り身の冷凍は除く） の

11％、 味付けや衣付けが施された鶏や七面鳥等の 「家

禽肉」、 ソーセージやバーガー、 味付け肉等、 味付け

や衣付けがされた牛肉や豚肉の 「畜肉」 （ステーキや

ポークチョップ等のカットされただけの商品を除く）、 オー

ブンやレンジで温めるだけの 「ピザ」、 味付け等の加工

が施された「ポテト」、ケーキやパイ、タルト等の「デザート」

（アイスクリームを除く）、 ロールパンやクロワッサン、ガー

リックトースト等の 「ベーカリー」、 と続いている。

冷凍食品の利用が浸透している欧米市場
冷凍食品市場を国ごとに見ると、 前述のとおり先進国

と新興国の間で大きな差があるが、 先進国の間の差も

大きい （前掲図表 1）。 大きく捉えると、 欧米先進国に

おける 1人当たりの冷凍食品消費額は、 日本、 韓国の

アジア勢を大幅に上回っている。 また、 欧米先進国の
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中でも、 米国やカナダ、 英国で冷凍食品の消費額は高

く、ドイツやフランスでは低いといったばらつきが見られる。

欧米とアジアとの差の背景には料理法そのものの違いに

加えて、 外食の頻度や位置付けの違いも含めた食文化

の違いがあるものと考えられるが、欧米諸国間の差には、

食品流通産業の事業環境の違いが影響しているものと

考えられる。

米国、 英国では歴史的に流通産業に関する規制が緩

く、 食品小売業間の厳しい競争環境が続いており、 消

費者をひきつけるための商品開発が活発に行われてき

た。 冷凍食品もその主要アイテムの一つであり、 機能の

高度化、 商品分野の多様化が進められたことで、 レディ

ミールを中心に需要が拡大してきた。 ただ、これらの国々

では、 1人当たり消費額は 100 ドルを超えており、 市場

は既に飽和に近づいているとの見方もある。 実際、 英

国では 2001年以降、 冷凍食品市場は縮小基調にある。

同国では、 調理済み冷凍食品が普及する一方で、 調

理済み冷蔵 （チルド） 食品の開発も進み、 消費者の選

択肢が増えたことで、 冷凍食品の消費額が落ち込んだ

ものと考えられる。 加えて、 近年の健康志向や、 食に対

する関心やこだわりの高まり等も冷凍食品市場縮小の背

景にある。 カナダでも、 2012 年まで高成長を続けた市

場は頭打ちし、 生鮮食品や外食が見直され、 これらの

比重が高まるとの見方が強まっている。 それに対して米

国では、 英国やカナダと同様、 飽和に近づいているとい

う見方もあるが、 糖分や塩分、 脂質等をカットして健康と

栄養に配慮した冷凍食品等、 新商品の開発や技術の高

度化が進められており、 市場は引き続き拡大を続けてい

る。 また、 イタリアも米国や英国並みに冷凍食品の消費

額が大きいが、 レディミールを主力とする米・英と異なり、

同国ではえんどう豆やほうれん草等の冷凍野菜の消費が

多くなっている。 また、 パン粉付きで揚げるだけで食べ

られるフィッシュフィレやナゲット、 コロッケ等の加工冷凍

魚も、 子供向け商品として需要が増えている。

一方、 ドイツやフランスでは、 小売業に関する新規参

入や営業に関する規制が強く、 競争が緩やかであった

こともあり、 米 ・英に比べて、 冷凍食品を含めた商品開

発が進んでこなかった。 しかしドイツでは、 1990 年代後

半以降、 アルディやリドル等が、 小売業規制の対象外

である小型の食品専門店を展開し、 圧倒的な低価格を

武器に台頭し、 冷凍食品がその主力商品であったことか

ら、 冷凍食品の市場は拡大に向かった。 加えて、 単身

世帯や女性就労者の増加に伴い、 調理にかける時間短

縮のニーズの高まりでレディミールの販売が伸びているこ

とや、 ベーカリーやピザ、 デザート等の新商品の開発も、

近年の市場規模拡大の要因として挙げられる。 それに

対してフランスでは、 米国や英国、 ドイツと比較すると冷

図表1. 主要国の冷凍食品市場（2012 年）

 カナダ 122  4,234  30  42,466  26ダ
 イタリア 118  7,008  15  30,534  0.4
 米国 116  36,336  25  51,709  23
 英国 111  7,070  -19  36,337  19 

ドイツ 94  7,540  19  39,327  15 
フランス 75  4,773  -7  35,315  14 

 日本 44  5,659  24  35,723  9 
 スペイン 35  1,655  3  29,662  20
 韓国 16  825  3  31,950  60 

先進国合計（28） 84  86,042  15  40,799  21
 ロシア 76  10,922  97  17,386  72
 ウクライナ 28  1,270  -12  7,297  59 
 アルゼンチン 28  1,144  2.5 倍 17,920  69 
 エジプト 26  2,185  57  6,474  68
 イラン 19  1,430  2.9 倍 12,444  68
 ポーランド 19  723  16  20,573  56
 南アフリカ 17  880  10  11,032  52
 ブラジル 13  2,496  56  11,875  47
 フィリピン 13  1,200  51  4,380  74 
 メキシコ 10  1,199  49  15,344  29

タイ 10  675  2.6 倍 9,503  62 
中国 7.6  10,230  51  9,050  3.2 倍 

 コロンビア 3.4  161  24  10,697  64
 インドネシア 3.2  774  4.7 倍 4,925  87
 トルコ 3.2  237  -13  14,817  68 
 ベトナム 2.4  216  3.6 倍 3,788  136 
 ケニア 1.4  61  2  1,737  57
 ペルー 1.3  40  43  10,598  96
 ナイジェリア 0.5  77  23  2,697  2.6 倍
 パキスタン 0.2  35  7  3,056  61
 インド 0.2  185  2.4 倍 3,900  2.3 倍

新興国合計（32） 8.4  38,612  60  7,916  2.0 倍
世界 (60) 22  124,654  26  13,412  49

凍食品の消費額が低く、 市場規模も縮小している。 品

目別に見るとレディミールや冷凍ピザの消費額が減少し

ており、 その要因としては食生活の見直しを背景とした

冷凍食品離れが挙げられる。 また供給サイドでは、 冷凍

食品の専門店やサプライヤー数の減少が販売減に影響

している。

小規模にとどまっているアジアおよび新興国市場 
アジアの国々の 1人当たりの冷凍食品消費額は、 所

得水準やインフラ整備でおおむね欧米にキャッチアップ

したと考えられる日本と韓国、 また前掲の図表 1には示

していないが台湾 （2012 年の 1人当たり冷凍食品消費

額 24 ドル）、 シンガポール （同 17 ドル）、 香港 （同 71

ドル） も含めて、 冷凍食品の利用が浸透している欧米

諸国に比べて少額にとどまっている。

ただし日本においては、 1990 年代以降、 流通産業

に関する規制緩和が進み、 従来の独 ・仏型から米 ・英

型の競争環境へのシフトが急速に進んだことで、 冷凍食

品市場は拡大に向かっている。 規制緩和後には消耗戦

的な価格競争が展開されたが、 近年では差別化のため

のPB開発が活発化しており、冷凍食品は食品スーパー

各社が最も注力するアイテムの一つとなっている。 冷凍

食品に関する技術開発も進められ、 味や食感が大幅に

改善されたことで市場を拡大させている。 セブン &アイ

グループのPB 「セブンプレミアム」 は、 品質の高さを顧

客に認められ売り上げを伸ばしているが、 約 2,500 品目

のラインアップのうち約 60品目程が冷凍食品である。

また新興国では、 ロシアと中国が二大消費国となって
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注：冷凍食品市場についてはデータの存在する60カ国をベースに分析し
ているが、これら60カ国の合計GDPはIMFの世界186カ国のGDPの
94％をカバーしている

出所：ユーロモニター、IMFのデータをもとに三井物産戦略研究所作成

図表 2. 冷凍食品世界市場の品目別内訳
  2012 年 （百万ドル） 対 2000 年成長率 （％）

デ レディミール 24,809  18 
 野菜 15,420  18 
 魚 ・ シーフード 13,662  27 
 家禽肉 12,905  36 
 畜肉 11,272  39 
 ピザ 11,157  24 
 ポテト 7,223  21 
 デザート 5,161  16 
 ベーカリー 4,928  25 
 その他 18,116  39
 合計 124,654  26

出所：ユーロモニターのデータをもとに三井物産戦略研究所作成

いる。 1人当たり消費額で見ると、 ロシアはレディミール

や畜肉を中心に、 既に欧米先進国並みの水準にある。

それに対して中国は、 1人当たりの消費額が 10 ドルに

満たず、 他の多くの新興国と同様、 まだ本格的な成長

段階に入っているとはいい難い。 新興国の中でも低所

得国に限って見るとフィリピンの 1人当たり消費額が比

較的大きくなっている。 品目別に見ると畜肉や家禽肉の

消費が多くなっているが、 食肉消費量自体は他の低所

得国と大きな違いはないことから、 食肉の加工や流通形

態の違いが影響しているものと推測される。 例えば、 同

国料理の 「タパ」 は、 牛肉、 豚肉、 シーフード等を甘

めのタレに漬け込み油で揚げるようにして焼くものである

が、 食品スーパーではタパ向けに加工された冷凍肉が

販売されている。 冷凍食品に適した食文化が、 冷凍食

品の消費額増へとつながった一例といえるだろう。

サプライヤーの現状
冷凍食品のサプライヤーについて見ると、 世界全体で

はスイスのネスレが最大手でシェアは 7％、 英国のイグ

ルーが 3％、 米国のコンアグラが 3％、 カナダのマケイ

ンが 2％、 米国のジェネラルミルズが 2％と続くが、 上位

5社のシェア合算でも 20％に満たない。 これは、 各国ご

とにサプライヤーが存在し、 地場企業が自国の市場をお

さえる地産地消が主流となっているためである。

先進国では、 冷凍食品メーカーに加えて、 流通業の

PBが高いプレゼンスを示す構造となっており、 全流通

企業の PB合計の世界市場シェアは 19％と、 大手 5社

の合計とほぼ同水準となっている。 特に英国では、 PB

のシェアが 46％と圧倒的に高くなっている。 ドイツでも、

アルディの PBがシェア 14％で最も高く、 ナショナルブ

ランドを上回り、 小売業のPB全体では 37％と、 英国同

様に高い存在感を示している。

新興国では、 地場企業が大きな市場シェアを獲得し、

企業規模を拡大しているケースがある。 例えば、 フィリピ

ンのサンミゲルは自国冷凍食品市場の最大手としてシェ

ア 32％、中国では三全食品が 9％、ロシアではカーチェ

ストヴェンヌィ ・ プロドゥクトィが 8％を占め、 地場での存

在感を示している。

今後も、 先進国では厳しい競争を背景とする小売企

業による商品の高度化や多様化が、 新興国では所得

水準の向上やインフラ整備を受けた地場企業の台頭が、

需要拡大の原動力となり、 世界の冷凍食品市場を活性

化していくものと考えられる。

1　飛行機の機内食のようにメインディッシュと付け合わせが全てトレーにセット

された冷凍食品のこと。1950 年代に米国で開発され、テレビを見ながら食べ

られるお手軽ディナーとして一躍人気商品となった。
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